＜支部学術大会用＞     　　　　　発表様式：該当する項目に○印を記入
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申告すべき利益相反はない　　　倫理委員会の承認を受けている　  　  動物実験委員会の承認を受けている      遺伝子組み換え実験委員会の承認を受けている
支部学術大会抄録原稿の書き方（平成28年8月8日 利益相反および倫理委員会関係の記載を改訂）
1.　記載内容の項目は下記の通りとする．
I．目的，II．方法，III．結果と考察，IV．文献（項目番号と項目名の間は1文字あける）．
　　1)　専門医ケースプレ，症例報告については，I．緒言，II．症例の概要，III．治療内容，IV．経過ならびに考察，Ⅴ．文献（項目番号と項目名の間は1文字あける）を原則とする．

　　2)　項目番号はローマ数字を使用し，これ以降の項目立ては「日補綴会誌」投稿の手引きに従う．

2.　原稿用紙は指定のMS-Wordファイルの空欄に必要事項を記入して使用する．(ポイント指定文字は削除する)

3.　書き方

　　1)　表題（副題を含め40字以内），著者名，所属，英文表題，英文著者名・所属の順に枠の左側に揃え記入する．

　　　(1)　文字の大きさは，原則として表題14ポイント，副題12ポイント，著者名・所属10ポイント，英文表題，

英文著者名・所属9ポイントとする．

　　　(2)　外国人共同著者の所属は，大学名あるいは機関名のみ記す．

　　　(3)　英文著者名の記述は，姓を記し名をイニシャルにて記す．（例：東京一郎→Tokyo I）．

　　　(4)　抄録の表題および演者は，演題申し込み時の表題と演者に原則として一致させる．
　　2)　本文は横2段組とし，中央スペースは3ミリとする．
　　　(1)　書体には明朝体（全角），英語はTimes New Roman（半角）を使用し，句読点はピリオド「．」コンマ「，」を用いる．

　　　(2)　文字の大きさは，原則として9ポイントとする．片側22文字×16行の設定でプリントアウトする．

　　　(3)　歯式は，Zsigmondy/Palmer式の表記法で入力する．

　　　なお，図・表・写真は原則として使用しない．

4.　左肩に設けてある欄に緊急連絡先として電話番号とFax番号をそれぞれ記入する．また，右肩にある発表様式：口演，ポスター発表，専門医ケースプレのいずれかに○印を付ける．

5．申告すべき利益相反がある場合は抄録中に簡潔に記載し, その詳細を様式１筆頭発表者のCOI申告書をもって申告する. 申告すべき利益相反がない場合はチェックボックスにチェック「✓」を記入する．
6．倫理委員会，動物実験委員会，遺伝子組み換え実験委員会の承認が必要な場合は，承認されていることを確認のうえ，それぞれのチェックボックスにチェック「✓」を記入し、承認番号を抄録中に記載する．
7.　記入後のファイル名は発表者の氏名＋拡張子として保存する（例：補綴太郎の場合，補綴太郎.doc）．


















































































































